
身
近
な
地
域
か
ら
「
公
共
世
界
」
を
拓
く

③
地
域
の
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～
市
民
の
活
動
は
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
く
の
か

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
徴
】

①
自
治
会
活
動
と
テ
ー
マ
型
活
動

　
と
の
連
携

　
自
治
会
が
中
心
と
な
り
、
テ
ー

マ
型
の
活
動
団
体
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
ま
ち
づ
く
り
が
総
合
的
な

展
開
を
見
せ
て
い
る
事
例
で
あ

る
。
通
常
、
自
治
会
組
織
が
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
固
定
的
な
組
立
て

に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ

の
自
治
会
は
、
自
治
会
長
が
兼
任

す
る
「
鴨
居
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
」
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
人
材
を
確
保
し
、

活
発
な
活
動
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
多
様
な
人
材
が
自
治

会
活
動
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
一
方
で
、
テ
ー
マ
型
の
活

動
団
体
が
地
域
に
認
知
さ
れ
や
す

く
な
る
と
い
う
、
双
方
向
の
効
果

が
見
ら
れ
る
。
鴨
居
第
四
地
区
自

治
会
で
は
こ
の
こ
と
が
威
力
を
発

揮
し
て
い
る
。

②
自
治
会
が
中
心
と
な
る
こ
と
の

　
有
効
性

　
　
自
治
会
は
、
地
域
内
の
人
的
な

　
資
源
を
活
用
す
る
可
能
性
が
高

　
く
、
地
域
内
外
の
ま
ち
づ
く
り
に
、

　
地
元
企
業
や
教
育
機
関
な
ど
、
あ

　
ら
ゆ
る
住
民
と
関
わ
り
を
持
ち
や

　
す
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
連
携

　
方
法
に
は
労
力
提
供
、
物
的
な
資

　
材
や
機
器
の
提
供
、
経
済
的
な
支

　
援
な
ど
、
多
様
な
方
法
が
考
え
ら

　
れ
、
そ
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　
　
「
自
治
会
内
に
4
0
の
多
様
な
団
体

　
が
あ
る
」
と
い
う
会
長
の
言
葉
は

　
地
域
に
住
む
人
は
す
べ
て
ま
ち
づ

　
く
り
の
主
人
公
で
あ
り
、
そ
の
要

　
に
自
治
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

　
物
語
っ
て
い
る
。

　
【
活
動
の
き
っ
か
け
】

　
　
現
在
の
自
治
会
長
で
あ
る
狩
野

　
氏
は
、
企
業
を
退
職
後
、
地
域
に

　
関
心
を
持
ち
、
区
役
所
の
生
涯
学

　
習
の
講
座
に
参
加
し
た
の
を
き
っ

　
か
け
に
、
地
域
の
活
動
を
始
め
た
。

　
多
く
の
人
を
知
り
、
地
域
を
知
る

　
に
つ
れ
、
自
分
の
住
む
地
域
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
に
は
仲
間
が
必

　
要
だ
と
気
づ
き
、
鴨
居
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
を
７
名
で
立
ち

上
げ
た
。
そ
の
後
誘
わ
れ
て
、
鴨

居
第
４
地
区
の
自
治
会
長
と
な
っ

た
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
の
人
の

意
見
を
合
わ
せ
る
難
し
さ
は
あ
る

が
、
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。

【
鴨
居
第
４
地
区
自
治
会
の
活
動
】

　
自
治
会
で
は
５
人
の
副
会
長
を

置
き
、
各
行
事
、
会
議
等
が
企
画
・

運
営
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
平
成
1
5
年
に
は
空
き
巣
被
害

が
多
発
し
、
全
世
帯
（
1
4
1
0

世
帯
）
で
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
展

開
。
ま
た
、
ワ
ン
ワ
ン
パ
ト
ロ
ー

ル
、
役
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
の
効
果
も
あ
っ
て
、
激
減
し
た
。

　
多
く
の
行
事
を
通
じ
て
楽
し
い

自
治
会
を
Ｐ
Ｒ
。
多
様
な
団
体
と

連
携
し
て
地
域
全
体
で
活
動
し
て

い
る
と
い
う
機
運
を
作
り
出
し
た
。

実施事業(例)

ふれあい講座(年間５回開催

｢ガーデニング、お笑い、飾

り物づくり、ワイン教室｣等)

　｢あいさつ運動｣

80人の子ども達にポスターを

描いてもらい200世帯に掲示

○

１

２

３　ホームページの作成

　　(アクセス件数２万件)

　　http://ｗｗｗ5d.biglobe.ｎｅ.jp/

　　～kamoi-4/

【
鴨
居
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
】

　
「
で
き
る
と
き
に
、
で
き
る
こ
と

を
、
で
き
る
だ
け
」
が
合
言
葉
。

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
得
意

分
野
、
専
門
性
を
活
動
に
活
か
し

て
い
る
。
部
会
制
を
と
り
、
「
環

境
」
「
文
化
イ
ベ
ン
ト
」
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
「
都
市
整
備
」
「
教
育
福

祉
」
の
５
つ
の
部
会
と
Ｈ
Ｐ
委
員

会
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の

課
題
に
沿
っ
て
独
自
の
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
自
治
会
と
連
携
し
な
が
ら
年

間
１
０
０
回
以
上
の
活
動
を
し
て

い
る
。

実施事業（例）

鴨居駅通路、階段の清掃

鴨居エキコンの開催

公開ウォーキング、公開講座

（歴史、まちづくり、定年塾

講座等）

○

１

２

３

４　歴史場所等に標識設置（緑色

　　のチャレンジ協働事業）

小学校でオモチャづくりなど

ホームページ

http://ｗｗｗ5f.biglobe.ne.jp/

̃machiken/

５

６

【
鴨
居
原
市
民
の
森
愛
護
会
活
動
】

　
「
粗
大
ゴ
ミ
が
散
乱
す
る
森
」

を
再
生
し
緑
地
の
保
全
活
動
を
し

て
い
る
。
自
治
会
と
連
携
し
森
に

親
し
め
る
行
事
を
開
催
し
て
い
る
。

（
横
浜
市
で
2
6
番
目
の
市
民
の
森
）

○実施事業（例）

１　ホームページ

　　http://ｗｗｗ.kamoihara.org/

2　年一回地元住民と愛護会員に

　　よるクリーンアップ作戦

３　手作りの森づくり

４　市民が森に親しむイベントの

　　開催

調査季報vol.158・2006.3■15

１

活
発
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
か
ら
築
く
「
新
し
い
公
共
」

鴨
居
第
四
地
区
自
治
会
を
中
心
と
し
た

《2》



【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
徴
】

①
地
域
の
問
題
で
結
束

　
学
校
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

問
題
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
以
前

か
ら
ま
ち
づ
く
り
で
連
携
し
て
い

た
２
つ
の
自
治
会
が
協
力
し
、
地

区
内
の
学
校
な
ど
（
マ
ン
シ
ョ
ン

を
除
け
ば
参
加
し
て
い
る
自
治
会

は
２
つ
だ
け
で
す
。
）
も
含
め
て

「
山
手
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」

を
立
ち
上
げ
、
「
山
手
ま
ち
づ
く

り
協
定
運
営
委
員
会
」
を
設
置
し
、

「
協
定
」
に
盛
ら
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

②
日
頃
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
背
景
に

　
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
の
活
動

や
、
専
門
家
、
行
政
と
の
日
常
的

に
積
み
上
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
と
い
え

る
。
た
と
え
ば
、
住
民
に
よ
る
西
洋

館
運
営
組
織
の
繋
が
り
や
地
域
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
続
け
て
き
た

市
民
団
体
活
動
、
さ
ら
に
、
行
政

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ

き
、
ま
ち
の
景
観
や
環
境
を
保
全

す
る
た
め
の
営
み
が
連
綿
と
続
け

ら
れ
、
地
域
に
ゆ
か
り
の
都
市
計

画
の
専
門
家
が
精
力
的
に
関
わ
る

な
ど
体
系
的
な
取
り
組
み
が
進
め

て
き
た
こ
と
な
ど
、
多
様
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
重
な
り
が
、
緊
急
時

の
結
束
に
つ
な
が
っ
た
。

【
き
っ
か
け
】

　
平
成
1
3
年
夏
、
学
校
跡
地
に
マ

ン
シ
ョ
ン
開
発
計
画
が
持
ち
上
が

っ
た
。
そ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
を

共
に
考
え
て
き
た
学
校
の
廃
校
に

伴
い
そ
の
跡
地
が
民
間
開
発
業
者

に
売
却
さ
れ
た
。
こ
れ
に
呼
応
す

る
よ
う
に
翌
1
4
年
６
月
に
は
地
域

住
民
主
体
に
よ
る
「
山
手
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
」
が
発
足
し
、
ま

ち
の
ル
ー
ル
を
作
る
た
め
に
動
き

出
し
た
。

【
山
手
の
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
】

　
こ
れ
ま
で
山
手
の
景
観
は
、
風

致
地
区
や
用
途
地
域
の
指
定
、
山

手
地
区
景
観
風
致
保
全
要
綱
や
歴

史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
要
綱

な
ど
、
い
く
つ
も
の
制
度
に
守
ら

れ
て
き
た
。
平
成
1
0
年
に
山
手
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
示
し

た
、
「
山
手
ま
ち
づ
く
り
憲
章
」

が
制
定
さ
れ
た
。
平
成
1
2
年
に
は
、

よ
り
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
や
方
針
を
示
す
プ
ラ
ン
づ
く
り

に
着
手
し
て
い
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン

開
発
計
画
が
起
こ
っ
た
後
の
平
成

1
5
年
か
ら
、
今
後
こ
の
よ
う
な
大

型
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
を
防
ぐ
た

め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
、
平

成
1
6
年
末
に
地
元
発
意
に
よ
る
建

築
物
の
規
模
や
用
途
に
応
じ
た
高

※連合が別々だった２つの自治会

「山手まちづくり推進会議」

・MS開発を契機にH14.6.発足

・H16.2.「山手町地区計画」提案

･ H17.2.まちづくり協定運営委員会設立

｢山手234番館

　　運営委員会｣

　H10発足

｢山手まちづくり

懇談会｣

　H 6発足

｢山手まちづくり協定｣

　　　制定

　　(平成17年)

｢山手町地区計画｣

　都市計画決定

　　(平成16年)

｢都市デザインプラン｣

　　　の検討

　　(平成12年～)

｢山手まちづくり憲章｣

　　(平成10年)

｢山手地区景観

風致保全要綱｣

　(昭和47年)

「山手町地区地区計画」の概要（抜粋）

【区域の整備・開発及び保全の方針】

位置：中区山手町の「第１種中高層住居専用地域」

面積：約1６.Oha

目標（要旨）：開港以来の横浜らしい歴史と文化を色濃く残した住宅・文教地区の

環境を維持し、街並みや眺望、歴史資産を継承する。

【地区整備計画（Ａ地区）】

建築物などに関する事項（抜粋）

・建築物の高さ:10mかつ北側斜線（真北方向の隣地との距離×0.6）＋7m

上記の基準を適用しない建築物

ア　学校、図書館その他これらに類するもの

イ　神社、寺院、教会その他これらに類するもの

ウ　児童福祉法にもとづく児童施設

※いずれも建築物の敷地面積がlOOO㎡以上の建築物であること。

さ
が
細
か
く
規
定
さ
れ
た
「
地
区

計
画
」
が
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

平
成
1
7
年
か
ら
、
細
か
な
ま
ち
づ

く
り
の
ル
ー
ル
を
示
す
自
主
的
な

ル
ー
ル
「
山
手
ま
ち
づ
く
り
協
定
」

が
制
定
さ
れ
た
。
協
定
で
は
、
建

築
計
画
届
の
提
出
を
義
務
づ
け
、

地
域
住
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
運

営
委
員
会
で
毎
月
審
査
し
て
い

る
。
平
成
1
7
年
６
月
か
ら
９
月
ま

で
の
３
ヵ
月
間
に
2
0
件
の
届
出
が

あ
り
、
早
速
効
力
を
発
揮
し
つ
つ

あ
る
。

16■特集・地域から築く「新しい公共」

２

マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
を
き
っ
か
け
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

山
手
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

元町に近い

｢山手東部

　　町内会｣

山元町に近い

「山手西部

　　自治会」



【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
徴
】

①
市
内
で
活
動
す
る
数
十
の
団
体

　
が
定
期
的
に
交
流

　
「
川
（
水
辺
）
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
持
つ
環
境
活
動
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
「
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
」

「
水
郷
水
都
」
「
全
国
漁
民
の
森
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
の
よ
う
に
全
国
レ
ベ

ル
の
交
流
組
織
は
あ
る
。
し
か
し
、

単
独
自
治
体
に
お
い
て
市
域
レ
ベ

ル
で
数
十
に
上
る
活
動
団
体
が
集

ま
っ
て
定
期
的
に
交
流
を
持
つ
と

い
う
事
例
は
全
国
で
も
珍
し
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言
え
よ
う
。
本
市

の
よ
う
に
、
小
さ
な
谷
戸
と
丘
の

地
形
が
連
続
し
、
ひ
と
つ
の
市
域

内
に
源
流
か
ら
河
口
ま
で
い
く
つ

も
の
河
川
を
抱
え
、
多
様
な
水
辺

環
境
が
あ
る
こ
と
が
要
因
の
ひ
と

つ
と
思
わ
れ
る
。

②
流
域
単
位
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

　
模
索

　
本
来
、
川
は
流
域
全
体
と
密
接

な
関
わ
り
を
備
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
常
生
活
の
中
で
水

辺
環
境
の
向
上
を
意
識
し
て
い
る

市
民
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な

い
。
テ
ー
マ
型
の
活
動
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
フ
ィ
ー
ル
ド
や
関

わ
る
市
民
が
限
定
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
多

く
の
活
動
団
体
が
交
流
す
る
こ
と

で
、
活
動
の
視
点
を
広
げ
た
り
、

よ
り
多
様
な
市
民
と
連
携
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
な
が
ら
、
流
域

単
位
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
模

索
し
て
き
た
。

「
実
行
委
員
会
設
立
と
こ
れ
ま
で

の
経
緯
」

　
1
9
9
7
年
の
河
川
法
の
改
正

で
は
、
河
川
の
持
つ
多
様
な
自
然

環
境
や
水
辺
空
間
に
対
す
る
国
民

の
要
請
の
高
ま
り
に
応
え
る
た

め
、
河
川
管
理
の
目
的
と
し
て
、

「
治
水
」
、
「
利
水
」
に
加
え
、
「
河
川

環
境
」
（
水
質
、
景
観
、
生
態
系
等
）

の
整
備
と
保
全
を
位
置
づ
け
、
地

域
の
意
向
を
反
映
し
た
河
川
整
備

計
画
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
市
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
る
川
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
主
に
市
内
の

水
辺
で
活
動
す
る
市
民
団
体
と
行

政
が
一
堂
に
会
し
交
流
を
深
め
る

場
と
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
立
ち
上

が
っ
た
。
参
加
団
体
数
は
、
第
１

回
（
平
成
９
年
度
）
の
2
5
団
体
か

ら
第
８
回
（
平
成
1
7
年
度
）
の
3
7

団
体
へ
と
増
加
し
、
来
年
で
1
0
周

年
を
迎
え
る
。

【
活
動
内
容
】

　
毎
年
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
つ

７
、
８
月
の
２
ヶ
月
間
、
各
活
動

団
体
は
自
分
た
ち
の
フ
ィ
ー
ル
ド

に
お
い
て
そ
の
年
の
テ
ー
マ
を
冠

し
た
水
辺
の
活
動
を
実
施
す
る
。

こ
れ
を
「
活
動
編
」
と
呼
ぶ
。
自

然
環
境
を
保
全
・
再
生
す
る
た
め

の
河
川
清
掃
や
水
辺
の
草
刈
り
、

魚
や
水
鳥
等
の
生
き
も
の
調
査
や

観
察
、
い
か
だ
遊
び
、
河
川
流
域

の
自
然
観
察
や
歴
史
め
ぐ
り
等
が

あ
る
。
秋
に
開
催
さ
れ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
「
総
集
編
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
２
ヶ
月
間
に
実
施
し
た
活

動
を
パ
ネ
ル
に
ま
と
め
て
紹
介
し

あ
う
パ
ネ
ル
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

い
た
り
、
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
持

つ
な
ど
、
情
報
交
換
と
Ｐ
Ｒ
、
学

習
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
0
0
年
か
ら
は
開
催
場

所
、
運
営
主
体
を
流
域
単
位
の
持

ち
回
り
で
開
催
し
、
流
域
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
る
き
っ
か
け
と
し

て
き
た
。
「
活
動
編
」
の
時
期
に

合
わ
せ
、
同
じ
流
域
で
活
動
す
る

団
体
同
士
が
協
力
し
て
開
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

2
0
0
2
年
か
ら
は
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
こ
と
を
目
指
し
、
近
隣
の
小

学
校
と
の
連
携
を
深
め
る
活
動
を

続
け
て
き
た
。

【
流
域
単
位
の
活
動
へ
】

　
水
や
緑
の
身
近
な
自
然
環
境
は

水
で
つ
な
が
っ
て
い
る
流
域
単
位

で
考
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し

か
し
、
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
は
自

然
環
境
を
基
盤
と
す
る
考
え
方
は

ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
る
と
は
言

い
に
く
い
。
水
辺
の
市
民
活
動
も
、

流
域
全
体
を
視
野
に
入
れ
、
同
じ

流
域
の
活
動
は
連
携
す
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

を
き
っ
か
け
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド

を
越
え
て
連
携
す
る
事
例
が
増
え

て
き
た
。
そ
の
中
で
も
鶴
見
川
流

域
で
は
、
日
常
的
、
継
続
的
な
連

■7つの流域■2003年度のイベント開催地

携
が
充
実
し
て
い
る
。
そ
の
理
由

は
、
「
流
域
水
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

づ
く
り
を
一
緒
に
進
め
て
い
る
こ

と
、
流
域
全
体
に
目
を
配
っ
て
市

民
活
動
を
支
援
し
て
い
る
中
間
組

織
（
流
域
法
人
バ
ク
ハ
ウ
ス
）
の

存
在
が
大
き
く
、
防
災
を
含
め
た

　
’
川
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
‘

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

■川のフォーラム開催の背景と経緯

・河川法の改正

　　「治水」「利水」十「環境」「市民参加」

・横浜市の河川行政

　　「ふるさとの川づくり」「水辺の楽校」

　　「水辺愛護会」

・市民活動団体の参加

　1997年度:25団体⇒2005年度：38団体参加

・開催方法

　1999、2000年度は市の中心地で開催

⇒2001年度より７流域で持ち回り開催

　イベント開催期間を２ヶ月に延長（2000年度より）

■これまでの開催テーマ

・｢私の宝物探し　横浜じゅうが川日和｣(1998)

・｢めぐる水・人・よこはま｣(1999)

・｢めぐる水・人・よこはま　よこはま川の博覧会｣(2000)

・｢2001年流域の旅｣(2001)

・｢子どもとともに｣(2002)

・｢水辺が育む子どもと自然(2003)

・｢子どもとともに／源流川可口・いつもの水辺｣(2004)

・｢川・まち・歴史｣(2005)

■172006.3調査季報vol.158 ・
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市
内
の
流
域
巡
の
活
動
を
繋
ぐ

川
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会



　
こ
こ
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

地
域
活
動
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し

て
い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
地
域

活
動
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

意
義
は
広
が
り
と
多
様
性
、
そ
の

充
実
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

は
、
ま
ち
の
環
境
全
体
が
向
上
し

た
り
安
全
性
が
高
ま
る
な
ど
の
空

間
的
な
側
面
と
、
多
様
な
人
材
が

関
わ
る
こ
と
で
ま
ち
づ
く
り
の
機

運
が
盛
り
上
が
る
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
の
側
面
が
あ
る
。

　
事
例
よ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

は
た
し
て
い
る
役
割
を
抽
出
す
る
。

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
種
類
】

　
三
つ
の
事
例
は
次
の
よ
う
に
大

別
で
き
る
。

①
地
域
の
日
常
的
な
自
治
会
活
動

の
延
長
で
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

②
問
題
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
よ
り

地
域
が
結
び
つ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

③
テ
ー
マ
で
結
び
つ
い
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

　
３
つ
の
事
例
を
そ
の
特
徴
に
応

じ
て
分
類
す
る
と
表
の
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
「
対
象
と
す
る
空
間
」

と
「
テ
ー
マ
の
持
ち
方
」
を
軸
と

し
て
図
の
よ
う
に
整
理
が
可
能
で

あ
る
。
事
例
１
と
事
例
３
は
、
共

に
日
常
的
な
テ
ー
マ
の
活
動
で
あ

る
が
、
事
例
―
は
自
治
会
を
ま
と

ま
り
と
し
た
活
動
と
自
治
会
区
域

を
超
え
た
特
定
テ
ー
マ
の
活
動
が

ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
総
合
性
の
高

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
事
例

３
は
特
定
テ
ー
マ
で
結
び
つ
い
た

自
治
会
区
域
を
基
盤
と
し
な
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
事
例
２
は
、

自
治
会
を
単
位
と
し
て
特
定
の
問

題
に
対
し
て
組
ま
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
あ
る
。

　
こ
の
図
を
通
じ
て
３
つ
の
事
例

の
相
関
関
係
を
読
み
取
っ
て
み

る
。
緊
急
時
や
問
題
解
決
の
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ス
ム
ー
ス
に

構
築
す
る
た
め
に
は
日
頃
の
ふ
れ

あ
い
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
の
が

事
例
１
と
事
例
２
の
関
係
で
あ

る
。
特
定
テ
ー
マ
の
活
動
が
面
的

な
浸
透
を
図
る
た
め
に
は
地
域

（
す
な
わ
ち
自
治
会
）
と
の
結
び

つ
き
を
、
反
対
に
豊
か
な
自
治
会

活
動
を
進
め
る
に
は
特
定
テ
ー
マ

の
活
動
団
体
と
の
結
び
つ
が
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
事
例

１
と
事
例
３
の
関
係
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
と
い
う
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
輪
が
４
つ
の
象
限
を
超

え
る
方
向
で
拡
大
し
て
い
く
こ
と

と
言
え
よ
う
。

　
ち
な
み
に
、
広
域
な
問
題
解
決
型

と
い
う
の
は
、
地
震
や
洪
水
な
ど

広
域
的
な
災
害
対
応
で
あ
ろ
う
か
。

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
】

①
活
動
の
複
合
化
で
ス
タ
ッ
フ
も

　
参
加
者
も
間
口
が
広
が
る

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
ガ

イ
ド
は
郷
土
歴
史
家
が
努
め
て
み

る
。
た
だ
黙
々
と
歩
く
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
り
な
が
ら

歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
ス
タ
ッ
フ

も
参
加
者
も
様
々
な
関
心
を
持
つ

人
が
加
わ
り
出
会
い
が
あ
る
。
普

段
は
自
分
た
ち
の
活
動
で
手
一
杯

と
い
う
の
が
大
方
の
団
体
の
実
情

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
複
合
的
な

活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち
の

活
動
の
延
長
線
上
で
実
施
で
き
る

し
テ
ー
マ
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
契
機
と
な
る
好
事
例
と
言
え

②
タ
テ
関
係
か
ら
ヨ
コ
関
係
へ

　
地
域
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な

思
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。

環
境
や
安
全
な
ど
、
よ
り
多
く
の

住
民
が
関
わ
る
こ
と
で
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
る
こ
と
も
多
い
。

協
力
し
て
一
緒
に
物
事
を
進
め
る

た
め
に
は
議
論
を
通
じ
て
価
値
観

を
す
り
あ
わ
せ
た
り
磨
き
上
げ
る

作
業
が
求
め
ら
れ
る
。
目
線
の
高

さ
は
一
緒
で
あ
り
、
役
職
は
役
割

分
担
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
水
平
的
な
人
間
関
係

は
、
多
様
な
人
材
を
巻
き
込
み
、

活
動
の
輪
が
広
が
る
可
能
性
に
満

ち
た
も
の
と
な
る
。

③
地
域
は
人
材
の
宝
庫

　
地
域
住
民
は
専
門
職
の
人
材
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。
た
い
て
い
の
地

域
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
人
が

暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
多
彩
な
特

技
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
、

様
々
な
視
点
か
ら
の
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
が
期
待
で
き
る
。
何
か
し
た

い
、
幅
を
広
げ
た
い
と
思
っ
た
ら

た
い
て
い
の
こ
と
が
で
き
る
人
材

が
地
域
に
は
揃
っ
て
い
る
。

【
終
わ
り
に
】

　
2
0
0
7
年
問
題
は
、
一
方
で

活
発
な
人
材
が
地
域
に
戻
っ
て
く

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
地
域
へ
の

好
奇
心
を
高
め
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
意
欲
を
醸
成
す
る
き
っ
か

け
を
つ
く
り
、
そ
の
人
た
ち
が
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
魅
力
あ
る
地

域
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

課題の関連図

事例の比較

18■特集・地域から築く「新しい公共」

４

ま
と
め

　
よ
う
。
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